
介護事業プロジェクトを通じて「自動排泄処理装置」の普及を促進し、
介護者と利用者双方にとって良質な介護環境の実現を目指してまいります

➢高齢化により今後さらに負担が大きくなるとされる、介護現場や在宅介護者の負担軽減
➢利用者にとって常に清潔で快適な環境を整備

介護事業プロジェクト発足の背景

◆介護現場では「排泄」の介助が最も重労働で負担が大きく、
介護者の62.5％が困難であると感じています※１

※１ 厚生労働省が実施した介護施設の調査による

◆排泄ケアは24時間不定期に発生します
場合によっては早急なケアが必要となり、
特に介護者の少ない夜間には、柔軟な対応が求められます

介護現場の抱える深刻な問題瑞光の使命・存在意義
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ものづくりのグローバルメーカーとして
新しい価値を創造し、ヘルスケア産業の発展と
人々の健康・福祉に貢献する。

私たちは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。



自動排泄処理装置とは

センサーが排泄物を検知して自動吸引と洗浄を行います

●ボタン一つで自動運転できます

●センサーが見張っており、自動処理されます
排泄物は吸引され、温かいシャワーでおしりは清潔に

●排泄物は自動で排水管に流されます
汚物を捨てる手間も、臭いもありません

●排尿、排便の回数を表示できます
排泄記録として利用可能です
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